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頬
を
撫
で
る
風
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様
に
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？　

さ
て
、
2
0
0
6

年
秋
号
の
本
欄
で
、
同
年
８
月
に
稼
働
開
始

し
た
電
子
カ
ル
テ
の
メ
リ
ッ
ト
、
お
よ
び
同

年
11
月
に
稼
働
開
始
を
予
定
し
て
い
た
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の

そ
の
後
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
以
前
の
記
事
と
多
少
重
複
す
る
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
は
、
情
報
開
示

の
同
意
を
得
た
患
者
さ
ん
の
当
院
に
お
け
る

診
療
情
報
を
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
開
示
す
る
と
い
う
仕
組

み
で
、「
か
か
り
つ
け
医
と
当
院
の
医
師
が

診
療
情
報
を
漏
れ
な
く
共
有
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
患
者
さ
ん
に
良
質
の
医
療
を
提
供
す

る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
2
0
0
6
年
11
月
の
稼
働
開
始
当
初

は
、
患
者
さ
ん
や
地
域
の
先
生
方
の
理
解
が

得
ら
れ
る
の
か
？
参
加
診
療
所
を
確
保
で
き

る
の
か
？
な
ど
様
々
な
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
患
者
さ
ん
や
医
師
会
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
参
加
診
療
所
数
も
順
調

に
増
え
続
け
、
2
0
0
8
年
７
月
末
の
時
点

で
76
に
達
し
ま
し
た
。
佐
伯
地
区
医
師
会
の

診
療
所
数
は
１
１
２
、
島
嶼
部
（
江
田
島
市

の
一
部
）
を
除
く
と
94
で
す
か
ら
、
廿
日
市

市
の
診
療
所
の
実
に
80
％
が
本
シ
ス
テ
ム
を

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

佐
伯
地
区
医
師
会
の
ご
理
解
に
よ
り
近
隣
医

師
会
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
今
秋

か
ら
は
広
島
市
佐
伯
区
医
師
会
の
30
診
療
所

に
も
本
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
利
用
範
囲
は
医
師
会
・

行
政
の
枠
を
越
え
て
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
で
あ
る
佐
伯
地
区

医
師
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
開
放
病
床
支

援
、
地
域
医
療
連
携
パ
ス
支
援
な
ど
の
構
築

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
当
院
の
地
域
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
第
５
次
医
療
法
改
正
で
は
、
医
療

機
能
の
分
化
と
連
携
の
推
進
に
よ
る
「
切
れ

目
の
な
い
良
質
な
医
療
の
提
供
」
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
・
・
・
患
者
さ
ん
が

あ
る
病
気
で
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
急
性
期

病
院
の
専
門
医
に
紹
介
さ
れ
て
治
療
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
療
養
型
病
床
を
有
す
る
病
院

を
経
て
、
最
終
的
に
か
か
り
つ
け
医
（
自
宅

療
養
）
に
戻
る
・
・
・
と
い
う
一
連
の
経
過

を
診
療
情
報
の
共
有
に
よ
り
充
実
さ
せ
、
地

域
ぐ
る
み
で
良
質
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
院
の
地
域
医
療

連
携
シ
ス
テ
ム
は
ま
さ
し
く
こ
の
求
め
に
応

じ
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

患
者
さ
ん
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
的
な
医
療
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
医
療
機
関
の
機
能
分
化
に
よ
り
、

良
質
の
医
療
は
も
は
や
一
病
院
や
一
診
療
所

で
提
供
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

か
か
り
つ
け
医
と
当
院
の
間
で
行
わ
れ
る
紹

介
、
逆
紹
介
と
い
っ
た
診
療
の
流
れ
の
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
診
療
所
と
当
院
の

診
療
情
報
共
有
を
効
率
的
か
つ
正
確
な
も
の

に
す
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

地
域
医
療

連
携
シ
ス
テ
ム
の
そ
の
後
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糖
尿
病
代
謝
内
科　

石
田
和
史

　

2
0
0
6
年
の
厚
生
労
働
省
の
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
糖
尿
病
治
療
中
も
し
く

は
強
く
疑
わ
れ
る
人
が
８
２
０
万
人
、
糖

尿
病
の
可
能
性
が
あ
る
人
（
予
備
軍
）
が

1
0
5
0
万
人
、
併
せ
て
1
8
7
0
万
人

が
糖
尿
病
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
、
2
0
0
2
年
の
調
査
時
よ
り

２
５
０
万
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
世
界
的

に
も
糖
尿
病
の
増
加
は
深
刻
で
、
10
秒
に

１
人
が
糖
尿
病
に
関
連
す
る
病
気
で
命
を

奪
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
者
に
並
ぶ
数
字
で
す
。

そ
の
た
め
国
連
で
も
、
エ
イ
ズ
に
次
い
で

現
在
最
も
撲
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病

気
と
し
て
糖
尿
病
が
指
定
さ
れ
、
昨
年
か

ら
11
月
14
日
を
世
界
糖
尿
病
デ
ー
と
定
め

て
世
界
的
な
糖
尿
病
克
服
の
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
（
11
月
14
日
は
糖
尿
病
に
最
も

関
係
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン

を
発
見
し
た
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
チ
ン
グ
博
士

の
誕
生
日
で
、
世
界
各
地
の
名
所
が
ブ
ル

ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
）。

　

糖
尿
病
に
は
継
続
的
療
養
が
必
要
な
た

め
、
医
療
機
関
と
の
付
き
合
い
も
生
涯
に

渡
り
ま
す
。
昨
今
は
医
療
の
進
歩
と
と
も

に
各
分
野
で
専
門
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
一
般

の
皆
様
で
も
専
門
医
情
報
を
容
易
に
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
糖
尿
病
専

門
医
受
診
の
志
向
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
会
認
定
さ
れ
て
い
る
糖
尿
病

専
門
医
は
全
国
で
わ
ず
か
3
7
0
0
人
程

度
で
あ
り
、
増
え
続
け
る
糖
尿
病
を
専
門

医
の
み
で
診
療
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

当
院
糖
尿
病
外
来
に
も
広
島
県
内
で
も
最

大
規
模
の
約
2
0
0
0
名
の
糖
尿
病
患
者

さ
ん
が
定
期
通
院
さ
れ
て
お
り
、
診
療
予

約
や
待
ち
時
間
な
ど
で
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
れ
で
も
患
者
さ
ん
の
立
場
か
ら
考
え

る
と
、
食
事
療
法
・
経
口
血
糖
降
下
薬
・

イ
ン
ス
リ
ン
治
療
が
う
ま
く
で
き
て
い
る

か
、
合
併
症
が
出
て
い
な
い
か
、
急
病
に

よ
る
体
調
悪
化
時
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、

な
ど
の
不
安
が
あ
る
こ
と
も
十
分
理
解
で

き
、
そ
れ
が
大
病
院
専
門
外
来
志
向
を
根

強
く
さ
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
広
島
県
西

部
地
域
の
糖
尿
病
を
お
持
ち
の
全
て
の
皆

様
に
等
し
く
質
の
高
い
糖
尿
病
診
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
、
当
院
を
核
と
し
た

新
た
な
診
療
体
制
を
築
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
今
年
８
月
か
ら
地
域
の
診

療
所
の
先
生
と
の
間
に
糖
尿
病
医
療
連
携

シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
地
域
の
診
療
所
に
通
院
中
の

患
者
さ
ん
で
新
た
に
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ

た
方
や
治
療
が
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
方

な
ど
を
当
院
糖
尿
病
外
来
へ
専
用
ル
ー
ト

で
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
精
密
検
査
や
治
療

の
方
向
づ
け
を
行
っ
た
後
に
、
か
か
り
つ

け
の
診
療
所
で
継
続
治
療
を
受
け
ら
れ
る

し
く
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
当
院
受
診
後

は
、
日
常
の
糖
尿
病
診
療
や
急
病
の
初
期

対
応
を
少
な
い
待
ち
時
間
で
素
早
い
対
応

が
可
能
な
か
か
り
つ
け
の
診
療
所
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
診
療
所
で

は
実
施
困
難
な
食
事
や
療
養
指
導
・
合
併

症
検
診
・
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
の
見
直

し
・
足
の
ケ
ア
な
ど
を
半
年
ご
と
の
当
院

定
期
受
診
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
万
一
急
病
で
診
療
所
の
先
生
が
必
要
と

判
断
さ
れ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
入
院
治
療
も

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
二
つ
の

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
」
を
も
つ
こ
と
で
、

安
心
し
て
う
ま
く
糖
尿
病
と
付
き
合
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
国
内
で

も
少
な
い
糖
尿
病
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を

地
域
の
先
生
と
と
も
に
発
展
さ
せ
、「
糖
尿

病
治
療
全
国
一
の
地
域
」
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

診
療
科
紹
介

糖
尿
病
代
謝
内
科

主
任
部
長

石
田　

 

和
史

写
真
中
央

医
師大

黒　

 

景
子

写
真
左

医
師平

岡 

佐
知
子

写
真
右

全
て
の
医
療
機
関
で
安
心
な
糖
尿
病
診
療
が

受
け
ら
れ
る
医
療
連
携
を
め
ざ
し
て
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臨
床
工
学
技
士
の
制
度
が
出
来
た
の

は
比
較
的
新
し
く
、
1
9
8
7
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
床
工
学
技
士
は
医
師
や
看
護
師
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
次
の
よ
う
な
業
務
の

中
で
『
生
命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
や

各
種
医
療
機
器
の
保
守
・
点
検
』
を
行

い
ま
す

　

手
術
室
に
は
、
多
種
多
様
な
機
器
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
手
術
が
安
全
に
行

わ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
広
範
囲

な
医
療
機
器
の
操
作
や
事
前
の
管
理
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
特
に
心
臓
手
術
の

際
、
心
臓
や
肺
に
代
わ
る
働
き
を
す
る

体
外
循
環
装
置
（
人
工
心
肺
）
な
ど
多

い
と
き
に
は
数
十
台
も
の
機
器
が
同
時

に
使
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
の
機
器
の
操

作
や
使
用
前
の
点
検
な
ど
の

仕
事
を
臨
床
工
学
技
士
が
受

け
持
ち
ま
す
。

　

人
工
呼
吸
器
な
ど
の
酸
素

療
法
に
関
連
す
る
機
器
な
ど

高
気
圧
酸
素
療
法
業
務
、
高

気
圧
酸
素
治
療
装
置
を
用
い

て
治
療
す
る
業
務
、
そ
の
他

の
治
療
機
器
、
診
断
装
置
、

測
定
機
器
な
ど
の
保
守
・
点
検
業
務
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
内
に
貯
ま
っ
た
老
廃
物
な
ど
を
排

泄
あ
る
い
は
代
謝
す
る
機
能
が
働
か
な

く
な
っ
た
場
合
に
行
う
、
血
液
透
析
療

法
、
血
液
濾
過
療
法
、
血
漿
交
換
療
法
、

血
液
吸
着
法
な
ど
の
業
務
お
よ
び
血
液

浄
化
装
置
等
の
操
作
や
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

集
中
治
療
室
と
は
心
臓
や
頭
な
ど
の

手
術
を
し
た
後
の
患
者
さ
ん
や
、
呼
吸
・

循
環
・
代
謝
な
ど
の
機
能
が
急
に
悪
く

な
り
、
命
に
関
わ
る
患
者
さ
ん
を
収
容

し
て
集
中
的
に
治
療
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で
は
、
人
工
呼
吸
器
や
心
臓
が
正

し
く
動
く
の
を
助
け
る
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

や
除
細
動
器
な
ど
の
生
命
維
持
管
理
装

置
の
操
作
や
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

社
会
の
高
度
化
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
伴

い
、
今
後
更
に
臨
床
工

学
科
の
扱
う
範
囲
は
拡

が
っ
て
行
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

臨
床
工
学
技
士
は
高

度
な
医
療
機
器
を
使
う

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。

　

腎
臓
の
働
き
を
診
る
た
め
に
行
わ
れ

る
代
表
的
な
検
査
と
し
て
、
尿
素
窒
素

（
以
下
、
B
U
N
）
と
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が

あ
り
ま
す
。

　

尿
素
は
蛋
白
の
最
終
代
謝
産
物
で
あ

る
ア
ン
モ
ニ
ア
と
C
O
2
か
ら
主
に
肝

臓
で
尿
素
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
生
成
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
構
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を

尿
素
に
合
成
し
て
無
毒
化
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
尿
素
は
腎
臓
か

ら
尿
と
し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。
B
U
N

の
量
は
蛋
白
摂
取
量
、
蛋
白
代
謝
機
構
、

腎
機
能
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。

　

一
方
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
非
蛋
白
性

窒
素
化
合
物
の
一
つ
で
、
筋
肉
の
ク
レ

ア
チ
ン
か
ら
毎
日
一
定
の
割
合
（
1.5
～

2.0
％
）
で
交
換
さ
れ
る
ク
レ
ア
チ
ン
の

最
終
代
謝
産
物
で
、
筋
外
に
出
て
腎
臓

よ
り
尿
と
し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　

腎
機
能
検
査
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し

て
B
U
N
と
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
を
併
せ
て

測
定
し
、
B
U
N
は
腎
前
性
、
腎
性
、
腎

後
性
の
高
尿
素
窒
素
血
症
の
鑑
別
に
用
い

ま
す
。
B
U
N
が
単
独
で
上
昇
し
て
い

る
場
合
は
、
腎
前
性
、
腎
後
性
で
、
両
方

が
上
昇
し
て
い
る
場
合
は
腎
不
全
な
ど
の

腎
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

は
腎
糸
球
体
で
排
泄
さ
れ
た
後
、
尿
細
管

で
も
ほ
と
ん
ど
吸
収
も
分
泌
も
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
腎
糸
球
体
濾
過
値
と
密
接

に
関
係
し
て
お
り
、
血
中
お
よ
び
尿
中
の

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
を
定
量
し
て
、
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
と
し
て
も
し
ば
し
ば

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
異
常
値
を
示
す
疾
患
》

【
B
U
N
】

　

高
値

　

腎
前
性
：
脱
水
症
、
重
症
心
不
全
、
消

化
管
出
血
、
ア
シ
ド
ー
シ
ス
な
ど

　

腎　

性
：
腎
炎
、
尿
毒
症
、
腎
結
石
、

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
な
ど

　

腎
後
性
：
尿
路
閉
塞
性
疾
患
（
尿
管

閉
塞
、
下
部
尿
路
系
腫
瘍
な
ど
）

低
値

　

中
毒
性
肝
炎
、
劇
症
肝
炎
、
妊
娠
、
マ

ン
ニ
ト
ー
ル
利
尿
剤
投
与
、
低
蛋
白

食
な
ど

【
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
】

高
値

　

腎
前
性
：
心
不
全
、
シ
ョ
ッ
ク
、
脱

水
症
な
ど

　

腎　

性
：
腎
実
質
性
障
害
な
ど

　

腎
後
性
：
尿
管
閉
塞
性
疾
患

低
値

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
、
尿
崩
症
な
ど

《
当
院
の
基
準
値
》

　

B
U
N　
　
　

７
～
２２mg
/
dl

   

ク
レ
ア
チ
ニ
ン　

0.40
～
1.10
mg
/
dl

り

検
査
室
だ
よ

尿
素
窒
素（
B
U
N
）と

ク
レ
ア
チ
ニ
ン（
C
R
E
）

臨
床
工
学
科
の
紹
介

1 

手
術
室
で
の
業
務

臨
床
工
学
科
の
紹
介

2 

呼
吸
療
法
業
務

3 

血
液
浄
化
療
法
で
の
業
務

4 

集
中
治
療
室
で
の
業
務

主
任
部
長

石
田　

 

和
史

写
真
中
央

医
師大

黒　

 

景
子

写
真
左

医
師平

岡 

佐
知
子

写
真
右
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各
科
外
来
診
察
予
定
表

平成 20.10.1現在

※整形外科の初診は手術の都合により変更する場合があります。
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせていいただく場合がありますのでご了承ください。

診療科　　　　　　　　　　　　　  曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内
科

（呼吸器）

初　 診
8：30～11：00

再　 診
8：30～11：30
（予約再診を除く）

初　診 古　玉 池　上 古　玉

再　診 池上・広大医師 古玉・広大医師 池　上
午後診療
13：30～15：30

喘息外来
池上 禁煙外来

（循環器）

初　診 前　田 藤井・辻山 三玉（敦） 對　馬 ト　部

再　診 藤井・辻山
三玉（敦） 前田・對馬 ト　部 前田・辻山 藤井・辻山

三玉（敦）
午後診療
13：30～15：30 関　口 関　口

（腎・膠原病）

初　診 倉　恒
江﨑（初再診） 江　﨑 平　林

再　診 平林・江﨑 平　林 倉　恒
午後診療
13：30～15：30

CAPD外来
平林・倉恒・江﨑

CAPD外来
平林・倉恒・江﨑

（糖尿病代謝）

初　診 石田（和） 大　黒 平　岡

再　診 大　黒 石田（和）
大黒・平岡

石田（和）
平岡

石田（和）
大黒 平　岡

午後診療
13：30～15：30

大　黒
（予約再診）

石田（和）
（予約再診）

（消化器）
初　診 小松・浅本 石田（邦） 徳　毛 中　原 横　道

再　診 徳　毛 小松・中原 石田（邦）・横道 小　松 石田（邦）・浅本

小 児 科
8：30～11：00 初再診 中畠・塩手 中畠・古井 古井・塩手 中畠・塩手 中畠・古井

14：00～15：00 午後診療 慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

予防接種
心臓・乳児検診
（1才半から第 2・第 4火曜）

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

乳児検診
（要予約）

外 科 8：30～11：00
（再診は予約制） 初再診 中光・香山

垰越
角（再診のみ）
今村・羽田野

中光・上神
桒田

香山・羽田野
垰越

今村・上神
桒田

心 臓 血管 外 科 8：30～11：00
初　診 中川（博） 川　上 中川（博） 濱　石 中尾（達）

再　診 川上・中尾（達） 濱　石 中尾（達）・齋藤

整 形 外 科
8：30～10：00
（原則予約制） 初　診 藤本（吉）・力田 平　松 奥　田 古　高 金　沢
8：30～11：00
（原則予約制） 再　診 金　沢 藤本（吉）

力田・古高
奥田・平松
力田

形 成 外 科 8：30～11：00 初再診 茂　木 茂　木
創傷・褥瘡ケア外来 茂　木

脳 神 経 外 科
初　 診
8：30～11：00
再　診

8：30～11：30

初　診 田　口 光　原 黒　木 湯　川 湯　川

再　診 湯　川 黒　木 田　口 田　口 黒　木

呼 吸 器 外 科 8：30～11：30
（木曜は手術のため休診） 初再診 渡 渡 渡 手術日 茶　谷

産 婦 人 科
8：30～11：00

初　診 藤本（英） 内　藤 古宇・吉川 内藤・中川（朗） 中　西

再　診 内藤・古宇
中川（朗）

中西・藤本（英）
古宇 内藤・中西 中西

藤本（英）
藤本（英）・古宇
中川（朗）

14：00～15：00 午後診療 予約診療 予約診療

皮 膚 科
8：30～11：00 初再診 森川・北野

亀頭
森川・北野
亀頭

森川・北野
亀頭

森川・北野
亀頭

森川・北野
亀頭

15：30～16：00 午後診療 特殊外来

初 診 再 診 午後診療

よく確かめて

おいで下さい
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診療科　　　　　　　　　　　　　  曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

泌 尿 器 科 8：30～11：00
初　診 廣本・望月 小深田 廣本・岡 望　月 小深田・岡

再　診 岡 廣本・望月 小深田 廣本・小深田 望　月

眼 科 8：30～11：00 初再診 二井・板倉 二井・板倉 二井・板倉 二井・板倉 二井・板倉

耳 鼻 咽 喉 科

8：30～10：00 初　診 兼　見 水　野 兼　見 水　野 兼見・水野
8：30～11：30 再　診 水　野 兼　見 水　野 兼　見 兼見・水野

午後診療 月曜（アレルギー）（15：30～16：00）　第2・4月曜 補聴器（13：00～16：00 予約制）
（医師は交替制）

歯 科口腔 外 科
8：30～11：00 初再診 原田・井上 原田・井上 原田・井上 原田・井上 原田・井上

14：00～16：00 午　後 手術日 外来手術日
（予約制） 手術日 外来手術日

（予約制）
特殊外来
（予約制）

精神科心療内科 病　棟　診　療　の　み

麻 酔 科
8：30～11：00
（再診は11：30まで） 初再診 松　本 中尾（正） 松　本 松　本 中尾（正）

術前診療 白　石 渡　邊 白　石 渡　邊 撰

画 像 診 断 部 8：30～11：00 初再診 藤川・鈴木 藤川・秦
海地 藤川・土田 藤川・鈴木 藤川・秦

放 射 線 治療 科
8：30～11：00 初再診 岡　部 桐　生 岡　部 桐　生 岡　部
8：30～12：00 再　診 桐　生 岡　部 桐　生 岡　部 桐　生

私
た
ち
は
人
間
愛
に
基
づ
い
た

医
療
を
実
践
し
地
域
社
会
に
貢

献
し
ま
す
。

︻
基
本
方
針
︼

１.

地
域
の
医
療
機
関
と
密
接
に
連
携
し
た

医
療
を
提
供
し
ま
す
。

２.

医
療
の
安
全
性
を
高
め
安
心
で
き
る
チ

ー
ム
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

３.

最
新
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
質
の
高

い
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

４.

説
明
と
同
意
に
基
づ
き
人
権
を
尊
重
し

た
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

１.

あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い
や

病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２.

あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危
険

性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の
う

え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

３.

あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の
内

容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４.

あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保
護

さ
れ
ま
す
。

５.

あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を
お

す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内
容

や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど
に

つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を
し

ま
す
。

患
者
さ
ん
の
権
利

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念

新
任
Dr
の
紹
介

泌
尿
器
科

岡　

清
貴

　

７
月
か
ら
泌
尿
器
科
で
勤
務
さ
せ
て
頂

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
1₆
年
昭
和

大
学
卒
で
６
月
ま
で
は
松
山
赤
十
字
病
院

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

地
元
広
島
で
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
ご
指
導
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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Certified 
Nurse （CN）

認 定 看 護 師
がん化学療法看護認定看護師　野村　昌代

（外来化学療法治療室）

　抗がん剤治療は、手術や放射線治療に並んで、がんの三大治療の一つになっています。新たな抗がん剤の
開発、有効な抗がん剤同士の組み合わせ、吐き気・嘔吐などの副作用を抑えたり、軽減するための支持療法に
ついても研究が重ねられ、近年の抗がん剤治療は目覚しい進化を遂げています。
　また、病院の外来通院での抗がん剤治療が、日常化してきています。入院して行う抗がん剤治療と違い、基
本的に自宅で過ごすことで、いつもと変わらない生活や仕事ができることを目的にしていますが、その一方で、
患者さんは副作用に気をつけながら、症状を強くしないためにご自分で体調管理をしていく必要があります。
　同じ腫瘍でも抗がん剤治療は、一種類ではありません。今の腫瘍の
進展度、患者さん自身の体力など今どのような病態で、何故この治療
を選択し、どのような予定で行うのか医師の説明を十分に受け、今後
の人生の生き方など考慮して、抗がん剤治療を受けられる患者さんやご
家族にとって一番よい抗がん剤治療薬を決めなくてはなりません。した
がって、どのような薬剤をどのように使用するのかを主治医と充分に相
談した上でご自分にとって最も良い納得の出来た治療法を決定し、継続
していけるように医師の説明とは別に専門的に支援する役割を担うのが、
がん化学療法看護認定看護師の役割です。
　抗がん剤治療は、身体的・精神的・社会的にも苦痛を伴うことが多い治療法です。抗がん剤治療に関する専
門的な知識・技術を用いて、がんの告知を受けられた時点から、治療を受けられる患者さんとその家族の方へ
の支援、個別的なケアなどを行うことで、患者さんが抗がん剤治療を受けながら自宅で役割を遂行することが
出来るように支援・相談させていただきます。

　抗がん剤治療を受けられる方は、　疑問や不安が沸いてくるでし
ょうし、抗がん剤治療を受けている最中でも色 な々不安や疑問にか
られることでしょう。しかし、治療中は、強い精神力で乗り切るこ
とが大切になります。そこで、抱かれた疑問や不安に対して、医師
や薬剤師などの架け橋となり、専門的な意見を聞きながら、できる
だけ患者さんやご家族の方の希望に沿った解決につながるように一
緒に考えさせていただきます。
　一端、抗がん剤治療が始まると様々な副作用が出現してきます。

ご自分ではどうしようも出来ない辛いこともありますが、これらに打ち勝って、初めて抗がん剤治療は成功します。
やがて起こるであろう副作用の症状などをあらかじめ充分に理解してその対処法を知っておくことは、抗がん剤
治療を辛いものにしないための方法でもあります。一口に副作用と言ってもその現れ方や程度・感じ方は、個人
差が大きく、一人ひとり違います。そうした中で、一人ひとりにあった解決法を患者さんやご家族と一緒に考えな
がら、辛い時を乗り越えられるように支援させていただいています。
　がんの告知を受けられてからは、患者さんやご家族の方が一人で悩み抱え込まれないようにされることが大事
です。そんな思いを少しでもお持ちの方がありましたら、東 7 階病棟にあります外来化学療法治療室を訪ねられ
るか、電話をしてみてください。私自身、これまでに出会った患者さんや地域の方、職員など多くの方に支援し
て頂き、この資格を取ることができました。これからは、これから出会うであろう患者さんや医療職の方々に少
しでもお手伝いが出来れば幸いに思いながら、活動を続けていきたいと思います。

外来治療中の様子

相談風景
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　腰痛には、腰部に限定されるものから、おしりや太ももからすねやふくらはぎにかけて、痛みやしびれなどの神経症
状を伴うものなどいろいろあります。また、症状の軽快と再燃を繰り返すことにより、慢性化してしまうのも特徴の一
つです。これは、急性の腰痛を繰り返すことで過度に安静を保つようになり、運動不足になることが原因の一つとも言
われています。安静を保ち、腰への負担を減らしても腰痛が治まらない場合には、早めに受診し、医師の指示の下に、
腰痛の症状に応じた運動療法による機能回復や普段の生活を見直す予防対策を行うことにより、腰痛の解消につなが
る場合があります。

腰痛解消のための運動療法とは?
　腰椎の手術をされた方や、腰痛症状が急性期を過ぎ落ち着いてきた方、これといった理由もなく持続して腰痛の出
現する方などを対象としています。腰痛の解消のためには、腹筋、背筋、下肢筋力の強化と柔軟性を維持する事が重
要です。また、普段、知らず知らずに行っている姿勢を見直し、正しい姿勢で生活が行えるように、生活習慣の改善
が必要とされています。腰痛予防対策として行う運動療法では、腰痛に対する運動方法や、生活上の注意事項などを
習得し、これらを日々継続することが出来るようになる事を目指しています。

正しい姿勢とはどんな姿勢ですか?
　姿勢の確認方法
　立った姿勢での確認方法としては、壁を背にして立ち、耳、肩、股関節、膝
関節、くるぶしが横から見てまっすぐになっているか確認します。猫背になって
いたり、おなかが出ていたりすると、痛みの原因になります。また、腹筋や背筋、
下肢筋力の低下により筋力のバランスが崩れている場合も揃いません。坐位で
の場合は、椅子に腰掛けた時の自然な姿勢として、股関節、膝関節、足関節
が直角になっているか確認します。また、このような姿勢が取れる椅子を選ん
だり、調節したりすることで腰への負担も軽減出来ます。　（図－１）

腰痛予防対策として大切な腰への負担を減らす生活の工夫
　日常生活のちょっとした動作の反覆が、腰への負担になっていることが多くあ
ります。ご自身の生活を振り返り、不自然な姿勢や無理な動作を行っていない
か再検討していきます。運動療法と併せて気をつけることで、再発が防止でき
るようになり、運動の効果を持続させることが可能となります。　（図－２）

実施するときのポイントまた注意する事は？
　腰痛に対する運動の目的は、普段の姿勢の悪さからくる体の
アンバランスを正し、柔軟性を得ることです。実施にあたっては、
患者さん自ら実施することが可能な、腹筋や背筋の強化運動や
体幹や下肢のストレッチなどを含んだ腰痛体操を行うことが一般
的です。正しい運動方法を習得し、繰り返し行う習慣を身に付け
るようにします。
　腰痛には色 な々原因があります。原因を把握し、症状に応じた、
運動療法の実施が重要です。運動療法の実施にあたっては、医
師の診断を受け、適切な指導の下に実施するようにしましょう。

腰痛について

「腰痛の解消と再発予防に向けて」
シリーズ

病気の
Q & A

リハビリテーション科　　主任　金羽木　敏治

▲図ー1

▲図ー2

チェック項目例
坐位での注意点
・体に合った椅子や机を使用しているか？
・浅く腰掛けて背もたれに寄りかかっていないか？
・畳の生活でのあぐら坐位の行い方
・デスクワークの連続作業時間
・自動車のシート　運転時間など
物を持ち上げるときの注意点
・お辞儀をして持ち上げようとしていないか？
・手提げ袋をいつも同じ側で下げていないか？
手を上げて高いものを取る場合や家事労働時の注意点
・極端に反り返って作業していないか？
・長時間の立ち仕事を続けていないか？
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★目薬の正しい使い方
　①両手を石鹸で洗って清潔にします。
　②上を向き、下まぶたを軽く引き下げます。
　　目やまつげと目薬の容器が触れないように目薬を１滴点眼します。
　③静かに目を閉じます。
　④目頭を２～３分ほどそっと押さえると効果的です。
　⑤目からあふれた目薬は、清潔なティッシュペーパーやガーゼで拭きましょう。
 

２種類以上の目薬を続けて点眼する場合は・・・点眼する間隔を３～５分あけます。

目薬を上手にさせないときは・・・
　　利き手で容器を持ち、反対側の手でげんこつを作って、
　　げんこつを台にしてさす方法もあります。お試しください。

★目薬をさしたあと、目をパチパチさせると・・・
　目薬をさしたあと、目をパチパチさせると目薬が目の表面全体にいきわたるように思いがちですが、そうではあ
りません。せっかくさした目薬が涙と一緒に目頭の方に集まって、涙点から喉の方へ流れ出てしまいます。

★目薬はたくさん入れた方が効果的！？
　目薬１滴の容量は、目の中に溜まる量より多めになっています。点眼したあとに目薬があふれてしまうのはその
ためです。また点眼回数を多くすると、副作用が生じやすくなります。経済的な負担を軽くするためにも点眼回数
を守って使いましょう。

★開封した目薬の使用期限は？
　未開封の目薬は正しく保管してあれば、容器に記載してある使用期限まで有効です。いったん開封すると、細
菌が入り、汚染される可能性があるため、使用期限は１ヵ月程度です。ただし、以下の目薬は粉薬を溶解後、
使用期限は１ヵ月以下とされています。カタリン点眼用（３週間）、タチオン点眼用（冷所で１ヵ月）、エコリシン点
眼液（７日）、ピバレフリン（１ヵ月）、ベストロン点眼用（７日程度）

★目薬の保管方法
　目薬の容器や薬袋に記載がない場合は室温保存と考えてよいでしょう。冷所保存の物は凍結させないように
冷蔵庫で保管します。（ただし、リザベン点眼液のように冷蔵庫で保管してはいけない目薬もあります。）遮光保
存の物は添付のビニール袋に入れて保管しましょう。

だ よ りだ よ り
～目薬について～

① ② ③ ④ ⑤




